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　地震調査研究推進本部 (2000, 2001)は、活断層調査等の結果から、鈴鹿東縁断層帯および養老ー桑名ー四日市断層
帯における地震発生の長期評価を行った。それによると、鈴鹿東縁断層帯については、将来の発生可能性は評価できな
いが、M7.5程度の地震が、養老ー桑名ー四日市断層帯については、将来 M8程度の地震が発生し、今後 30年以内にそ
の地震が発生する確率はほぼ０％～0.6％で国内の主な活断層の中ではやや高いグループに属するとしている。
　本研究では、鈴鹿東縁断層帯および養老ー桑名ー四日市断層帯周辺の地下の詳細な地震波 3次元速度構造を、Zhang

and Thurber(2003)によって提案された Double Difference Tomography法を用いて決定した。初期速度構造は気象庁で用
いられている JMA2001(上野・他, 2002)を用い、速度構造モデルのグリッドは、水平方向は断層帯のある領域で 2～5km
間隔、深さ方向は地震の発生している深さ 20kmまでの領域で概ね 3km間隔で配置した。
　利用したデータは、対象領域内の防災科学技術研究所、気象庁、京都大学、名古屋大学、産業総合研究所の 18の

定常観測点で得られた、1997年 10月～2006年 6月に対象領域内で発生した 1428個の地震の 12,022個のＰ波到達時と
12,292個のＳ波到達時で、Double Differenceの数は P波が 148,508個、S波が 150,258個である。
　解析により、走時残差および走時残差の差のRMSは、0.225秒から 0.076秒に減少した。本研究により、これまでに

ない高解像度の当該地域におけるＰ波およびＳ波の３次元速度構造が得られた。得られた３次元速度構造の特徴は以下
の通りである。得られた３次元速度構造は、これまでに得られた構造（例えば、中村・他, 2003）と概ね調和的である。
解析領域内では、平均的に見た場合、気象庁で用いられている標準速度構造 (上野・他, 2002)と比較して、あらゆる深さ
でＰ波はほぼ同じか 1％程度遅く、Ｓ波は 1％程度速い。両断層帯に沿って不均質な速度構造が得られている。例えば、
Okada et al.(2007)では大地震の主破壊域は相対的な高速度域に対応しているとしているが、このような考え方を今回得
られた解析結果に適用することにより、将来発生する地震の主破壊域を評価することができるかもしれない。湯の山温
泉に対応して、深さ 1～5kmでＰ波およびＳ波ともに非常に強い低速度域が見られる。これは、地下の熱源による影響と
考えられる。
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